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するため、細胞内 SOD 活性に着目し、種々の SOD 活性を有する大腸菌細胞の殺菌試験を実施した結果、 Series­

















(superoxide dismutase) 活性に着目し、種々の SOD 活性を有する大腸菌細胞の殺菌試験を実施した結果、 series­
event モデルに基つS~ 、た致死回数は初期 SOD 活性が大きくなるとともに増加した。また、上記モデルに基づいて計
算される各イベントレベルの細胞群を考慮することにより、光殺菌中における細胞内 SOD 活性の低下を表現した。
一方、触媒と基質との聞の相互作用を明確にするため、ファージをモデル基質として選び、二酸化チタン表面への吸
着特性と不活化速度との関係について検討を行った結果、不活化速度定数は pH およびイオン種に依存して変化する
ファージの吸着量に比例することが示された。また、二酸化チタンおよびファージ・コートタンパク質の表面電荷特
性に基づいて、二酸化チタン表面へのファージの吸着モデルを提案し、不活化速度の pH 依存性を定量的に表現した。
以上の知見を基に、リアクターによる殺菌性能の評価指標を提示した。二酸化チタン固定化活性炭粒子を用いた円筒
型リアクターにおいて、大腸菌細胞の殺菌速度に及ぼすリアクタ一半径の影響を速度論的に検討したところ、 O.lm
の半径を有するリアクターで充分な殺菌能力を達成できることが示された。
以上のように、本論文は、二酸化チタンおよび基質の特性を考慮、して微生物細胞およびファージの不活化反応を速
度論的に評価するとともに、これらの定量的知見に基づいた効率的な不活化手法を構築し、当該分野の進展に大きく
寄与するものである o 博士(工学)の学位論文として価値あるものと認める。
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